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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 従来、情動表出の発達に関する研究では、表示規則の獲得など、主として情動を抑制する
方向の発達に焦点が当てられてきた。しかし、対人関係場面では、情動の抑制だけでなく、
自分の情動を実際よりも強めて表出するといった主張的な情動表出も見られる。また、主張
的な情動表出は、他者から保護や援助を引き出したり、自己の精神的健康を高めたりするな
どの点で生物学的機能と同時に社会的機能をもつと考えられる。そのような観点から、本研
究では、とりわけ「怒り」に焦点を当て、幼児期から児童期にかけての主張的な情動表出の
発達について明らかにすることを目的とした。 
 本論文は３部から構成された。第Ⅰ部では、情動表出の発達に関する従来の研究を「情動
表出」と「情動表出の理解」の２側面から概観することにより、①情動表出を主張と抑制の
２つの側面から位置づけ、主張的な情動表出がどのように発達するのかを明らかにすること
の重要性、②とりわけ、「他者信念の理解」に着目し、主張的な情動表出の発達に及ぼす影
響を検討することの重要性について論が展開された。 
 第Ⅱ部では、幼児期から児童期を対象とした５つの研究を通して、主張的な情動表出のプ
ロセスについて検討がなされた。その結果、①怒りの抑制的表出が動機づけられる場面にお
いては、幼児期から児童期にかけてより抑制的な情動表出をするようになること（研究１・
２）、②怒りの主張的表出が動機づけられる場面においては、幼児期から児童期にかけてよ
り主張的な情動表出をするようになるとともに、児童期には表情と言語というモダリティ間
のバランスを調整しながら情動表出をするようになること（研究２・３・４）、③他者信念
の理解に伴って、怒りの主張的表出が動機づけられる場面においてより主張的な情動表出を
すること（研究５）などの結果が見出された。 
 第Ⅲ部では、これらの結果を踏まえて、「表示規則の理解」「社会的望ましさの理解」「他
者信念の理解」「相補性の理解」といった４つの要因を想定した怒りの主張的な情動表出に
関する発達モデルが提示された。また、今後の課題として、情動という１つの領域に閉じた
ものではなく、認知や言語などの複数の領域を統合した研究、とりわけ情動が認知や言語に
及ぼす影響に着目した研究の重要性が指摘された。 
 情動表出及び情動表出の理解の発達における言語の役割、情動表出の発達における社会・
文化的要因についての考察、相補性の位置づけについてはさらなる検討が必要だと考えられ
る。しかし、①幼児期から児童期にかけての情動表出の発達を捉えるための実験的手法を開
発したこと、②その手法を用いて幼児期から児童期にかけての主張的な情動表出の発達過程
について明らかにしたこと、③主張的な情動表出の発達に影響を及ぼす認知的要因について
明らかにし、主張的な情動表出の発達モデルを提示したことは現在の発達心理学に重要な知
見を付け加えたと考えられる。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。  
